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日 時 平成26年12月18日（木）16:00～17:00 

会 場 市役所本庁舎2階 会議室 

出席委員 天羽 浩委員、澤井将美委員、鈴木聡士委員、武者加苗委員、桂 裕章委員 

欠席委員 なし 

市出席者 【政策調整課】川村裕樹課長、加藤丈博主査、杉原史惟主任 

【行政推進課】川口昭広課長、杉山正一主査 

 

1.開会 

  「委員の過半数が出席していることから、委員会が成立していること」を確認した。 

 

2.会議録署名委員の選出 

委員長の指名により、天羽委員を第14回推進計画委員会会議録の署名委員としたい旨

提案があり、了承された。 

 

3.議事 

【報告1】2015推進計画の新規・拡大事業について 

  事務局より2015推進計画の新規・拡大事業について説明 

【報告2】市民意識調査の結果報告 

  事務局より9月に行った市民意識調査の結果を説明 

【議案1】市民会議の開催について 

     事務局より市民会議の趣旨、進行を説明し、意見交換を行った 

 
＜報告 1について事務局より説明＞ 
 
○B委員 
重点プロジェクト該当の７事業は、3年間の重点的プロジェクト事業ということか。重点プ

ロジェクトとして選定したコンセプトは。 
 
○事務局 
重点プロジェクトについては、2015推進計画の重点プロジェクトとの比較ではなく、2014

推進計画での重点プロジェクトの該当事業に対するもの。この 7事業は、新規・拡大で要求が
あった中で、重点プロジェクトに該当するものを設定した。今後の重点プロジェクトについて

は、ご提言いただいた内容を踏まえ、総合計画の中間見直しの中で新たに重点プロジェクトの

設定を考える。 
 
○B委員 
なぜ継続してこれらの事業を重点プロジェクト事業に選定されたのか。資料をみるともっと

重点プロジェクトを事業にふさわしいものがあったのでは。 
 
○事務局 
重点プロジェクトの中には継続事業があり、今回新たに要求があった事業の中から、今回 7

事業を選んだというのは、特にこのプロジェクトを推進するにふさわしいという事業というコ
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ンセプトのもとで選定した。 
 
○B委員 
重点とするプロジェクト事業の中で、実際に年度計画を立てているが、例えば講演会や勉強

会の開催などが重点プロジェクト事業として良いのか。深く中身を突っ込んだ形で具現化して

いくような方法は無いのか。 
 
○事務局 
重点プロジェクトの目的を達成するためのいくつかの事業の 1つという捉え方。事業を推進

して行き、目的を達成するという部分では考える余地がある。例えば、住みたくなる地域づく

りプロジェクトの目的を達成するために構成されている事業の中の 1 つに位置づけたいとい
うような意味合いで、1つの事業が 1重点プロジェクトというような捉え方ではない。 
 
○B委員 
継続の重点プロジェクト事業を展開していくという中で、事業としてもっとふさわしいもの

があるのか。そこが見えない。 
 
○委員長 
たくさんある事業の中で、特にこの３つのプロジェクトを推進していく上で、これがきっと

効果的ではないだろうかという選定なのか。 
 
○事務局 
いくつかあるうちの事業の中から選定したということではなく、今回の要求があった中で、

どれがふさわしいかということ含めて設定したという捉え方。見えないところで、良い事業が

消えたといったことはない。今回追加する事業が、元々の重点プロジェクトを構成する事業に

加わるというようなイメージ。全体を提示していないので、2015年度からこの 7事業だけが
重点プロジェクトの事業だということではない。 
 
○D委員 
観光振興については、評価したいと思う。北の酒祭りを調べたら、なかなか面白そうな取り

組み。北広島市内だけではなくて空港であるとか、札幌市内、JR沿線の駅などへの広報など
にお金をかけた方が良いのでは。人が集まるという点では、有望なイベントに育つのではない

か。 
太陽光発電について、拡大、重点いうのであれば、将来性として今後 3年間、流行にのれる

のか。国の補助金ですべて北広島市の負担にはならない事業だと思うが、個人的に太陽光発電

は、これから少し下り坂なのではないか。それを拡大するということは、将来どうなるのかと

いうところがある。買い取りの価格も下がってきており、一般住宅用なので用対効果というこ

とを考えなくてもいいのかもしれないが、将来性という点でどうか。単年度であれば問題ない
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と思うが、3年間でということで疑問がある。 
 
○事務局 
太陽光発電システムの事業については、今年度 33 件の枠に対して既に 33 件の助成を決定
をしている。国の補助も終了しており、太陽光発電設置する個人については、本市の補助制度

しかないという状況。今年度、地球温暖化対策実行計画を策定し、再生可能エネルギーの部分

を検討していくが、新たな再生可能エネルギーが見直されていくものと考えている。 
 
○B委員 
今、北電でも買い取り制限をかけようとしている中で、これを選んでいいのかどうか。また、

観光事業についても、イベントを行うことは観光振興にはなるというのは間違いないが、その

前に北広島観光協会をどのような形にしていくのか。今は法人化されていなく、法人化して観

光協会が主体となった観光振興事業を行っていく。そのために支援をして行くという事業展開

をするのであれば、重点プロジェクト事業として選んでもいいと思う。 
 
○事務局 
太陽光発電については、地球温暖化実行計画を策定しているので、どのようにしていくのか

は考えていきたい。また、観光協会については、経済部のほうでも、その強化というのは念頭

にある。現段階で観光協会の事務局は、市内部にあるので、これをきっかけに観光協会が力を

つけ、自立して動く状況が一番望ましい。それを意識しながら動いている。 
 
○委員長 
太陽光は、状況によっては色々変わり予測するのは難しいが、売電目的で設置するのか、自

分の家で使う分は自分の家で発電するという観点で設置しているのか。売電することが目的で

設置する一般家庭も多いのかもしれないが、どういう目的で設置するのかも合わせて調査し、

売電目的ではなく、自分の家で使うために設置するのであれば変わってくる。そのあたりを柔

軟に対応すれば、実効性のある、特に住みたくなる地域づくりプロジェクトには、合致してく

るのではないか。 
 
○C委員 
病児緊急預かり事業だが、一般家庭の場合、補助は無いけれども預けられるのか。一人親、

非課税世帯の方に対してのみ支援を行うということだが、一般の方の利用のときには支援を行

わないのか。 
 
○事務局 
登録すれば利用できるが、負担があることから、ひとり親、低所得者の方に対して補助をし

て負担を軽減しようという制度。 
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○委員長 
子育て支援という意味では、補助する対象世帯をある程度特定するのは大事だが、それを拡

大してくというのも特徴を出せることにもなる。 
 
○D委員 
縮小だとか廃止事業はあったのか。市民に向けて公表をする計画だから、何を取捨選択した

のかというのも示す必要がある。どのように財源を捻出しているだとか、そういった内容を併

記すれば、市民にとっても何も負担せずに得られるものではないことを理解するのに役立つ。 
 
○事務局 
最終の計画書では、金額の面だとか、廃止した事業など、全体の金額がどうなっているのか

を記載するが、現段階ではまとめきれていない状況。そのような視点というのは、今後市民の

方にも良い面だけではなく、我慢してもらう面も含めて非常に大事な視点。 
 
○B委員 
北広島市夜間急病センター整備事業とあるが、実際に大規模改修工事というのはいつ頃を目

処に。 
 
○事務局 
現在、福祉センターの一部を使用して夜間急病センターを運営しているが、建物自体が老朽

化していることから、施設全体の改修にあわせて考えなければならない。実施年度については、

調整も含めて整備に向けた検討を始めるとういことでの新規事業である。 
 
○B委員 
事業を計画するときには、具体的な青写真を描くと思うが、どの年度で完成させるのかとい

うところまでいかなければ事業として出てこないのでは。 
 
○事務局 
これからこのような検討をスタートするということを見せるという形。 
 
 
＜報告 2について事務局より説明＞ 

 
○B委員 
この調査はシティセールスの一環の調査にもなるのか。 

 
○事務局 
総合計画の見直しに向けた調査になる。 
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○委員長 
クロス集計するだとか、年齢によってどうだ、地区によってどうだなど、地域ごとにどのよ

うな特徴があるかが重要であり、そういった分析、６年前との比較も含めて行った方がよい。 
 
○A委員 
住みにくいと思う理由で一番多いのが交通の便が悪いというので 60％超えている。一方、

住みよいと思う理由でも交通の便が良いというのが 4５％くらい。回答した人の住んでいる地
域で異なってくると思うが、分析は可能か。 
 
○事務局 
電車を使うのか、バスを使うのかによって変わってくるが、その部分も含めて、地域や年齢

などとクロス集計して地域などの傾向などを確認していく。 
 
○B委員 
シティセールスの一環の中で意識調査を行い、具体的な事業に展開していった方がよいので

は。 
 
○事務局 
このデータをシティセールスに生かしていくということは、当然どういう施策を行い、どの

ような PRをしていくのかにとって有効なデータであり活用していきたい。市が進めている事
業は、最終的にまちをよくしていきたいという事業の塊であり、すべてがまちを売り出し重要

な事業。この意識調査についても、現在の総合計画が機能しているかを確認しつつ、事業の中

のポイントもしっかり検証しながら行う。それがシティセールスに繋がるという意識のもとに

進めている。その PRの仕方を全庁的にも発信していきたい。 
 
○委員長 
居住環境、交通の便がよく自然がいいというのはＰＲするべきことであり、この結果をうま

く生かしていくということを戦略的に検討し、活用していくことが重要。 
 
 
＜議案 1について事務局より説明＞ 

 
○A委員 
土・日連続して行うのか。 

 
○事務局 
土・日で行いたい。会議の中身は、今、総合計画を見直すに当たってあたり、石狩市で無作

為での会議を実施し、当市で話を聞いてきた中では、いろいろな意見が出たということ。どの
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ように会議を進めていくのか非常に大事で、行政が主体になった場合に、苦情みたいになる傾

向もあることから、推進委員が会議に入っていただく方がよいのでは。1 日での開催よりも、
2 日目のほうがよりよい意見が出るという点で２日間の日程での案としてださせていただい
た。 
また、市民意識調査の中でも、このような会議があった場合の参加について調査を行い、参

加してみたいと回答した方が約 20％だった。 
 
○E委員 
無作為ということだが、具体的にどういう方法なのか 

 
○事務局 

25名から 30名程度で会議を行いたいと考えていることから、無作為に住民基本台帳から地
区、年齢を考慮して抽出し、参加依頼を郵送し、参加希望者の人数を調整した上で、地区のバ

ランスをとってメンバーを決めていく。予定人数を下回ることもあるかもしれないし、上回る

かもしれない。 
 
○A委員 
抽出方法だが、ここで参加する方は、意見を積極的に出していただける方が集まってくると

いう前提なのか。 
 
○事務局 
石狩市から聞いた話では、最初はなかなか話せない方がいらしたが、会議が進むにつれ、活

発な意見が出されたと聞いている。1,000名に参加依頼を送付し、そのうち 3％くらいの方か
ら参加希望が得られるものと考えている。 
 
○B委員 

1,000 名に出して 50 名から参加希望がきた場合、地域を選んで選考していくようなかたち
になるのか。 
 
○事務局 
 地区、性別、年代を考慮して選考する。 
 
○委員長  
概ね、この案で良いということで、細かい部分はこれから適宜検討していくということで、

事務局の説明のあった案で進めていきたい。 
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4.その他（次回開催日程についてなど） 

  次回の委員会は、3月中・下旬に開催予定とした。 

 

5. 閉会 

 

 

会議録署名委員                     


